
はじめに 
 

 

「持続可能な開発のための教育の 10 年」が 2005 年 1 月から開始され、国や自治体、NGO 等

を中心に、持続可能な開発のための教育（ESD）の推進活動が全国的に進められている。ESD

の周知普及は、わが国の実施計画の中でも初期段階の重点事項として特に強調されており、平成

20 年 3 月、21 年 3 月の小中学校および高校の学習指導要領改訂に際して ESD：持続可能な社

会の重要性が明記されたこと、ユネスコスクール制度を活用して学校教育における ESD の推進

が図られたこと等により、平成 23 年 1 月には、全国で 279 の、北陸では 33 のユネスコスクー

ルが認定される等、近年その普及が進みつつある。ユネスコスクールを中心とした学校における

ESD の普及は今後ますます進むと考えられるが、他方で、急速なユネスコスクールの増大に伴

い、ユネスコスクールにおける ESD の質を確保することが重要な課題になりつつある。 

 

北陸をはじめとして各地の学校では、地域や学校の特性に応じた様々な工夫がなされている。

そのような経験を共有することにより、まだ新しい試みといえる ESD の質の向上に大きく貢献

することができると考えられることから、本事業の一環として、北陸において ESD と考えられ

る教育の実践事例をモデル事業として取りまとめることとした。本報告書（事例集）においては、

以下の 4 校における事例を取りまとめるとともに、より広範に一般の方々に ESD を周知普及す

るために金沢市および富山市で開催した ESD シンポジウムの資料を取りまとめている。 

 

北陸における ESD 実践事例 

 

 石川県金沢市立戸板小学校 

 富山県富山市立寒江小学校 

 富山県富山市立中央小学校 

 福井県坂井市立鳴鹿小学校 

 

ESD シンポジウム資料 

 

 ESD 石川シンポジウム 

 ESD 富山シンポジウム 

 

本報告書・事例集が、今後の北陸および全国における ESD 活動の推進に資することを願うも

のである。 
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